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あわら市 10 大ニュース
～今年もいろいろなことがありました！～

４位 新幹線開業に向けイベント続々　オールあわらで盛り上がる
　３月 11 日のあわら・坂井両市民を対象にした北陸新幹線芦原温泉駅舎見
学会とレールウォークをはじめ、アフレアを会場とした開業１年前イベント
や半年前イベント、10 月１日のＷ７系新幹線車両の入線歓迎セレモニーなど、
新幹線開業を盛り上げる数々のイベントを開催しました。

５位 福祉まるごと相談室と市庁舎総合案内窓口開設（４、７月）
　重層的支援体制整備事業として、子ども、障害者、高齢者、生活困窮者などの複合
的な相談に対応するため、福祉の総合的な相談窓口となる「福祉まるごと相談室」を
福祉課内に設置し、４月から運用を開始しました。７月には、来庁者向けの「総合案
内窓口」を庁舎１階ロビーに開設し、来庁された人々に、各種手続きや相談内容に応
じた担当窓口を分かりやすく丁寧に案内する取り組みを開始しました。

６位 あわら温泉開湯140周年記念事業幕開け（８月）
　明治 16 年（1883 年）に堀江十楽の水田で温泉が湧き出してから、今年で 140 年目と
なることを記念し、「あわら温泉開湯 140 周年記念事業」として市内各所でさまざまなイベ
ントを実施しています。８月８日には、記念事業のオープニングとして「第 18 回あわら湯
かけまつり」が開催され、あわら温泉湯のまち広場周辺はたくさんの人で賑わいました。

７位 休日の部活動の地域移行に向けたモデル事業を開始
　地域での持続可能で多様な教育環境の確保や教員の働き方改革を目的として、中学
校の部活動の地域移行を推進するため、スポーツ課内に「部活動地域移行推進室」を
設置し、４月から７種目の部活動を地域移行のモデルとして事業を開始しました。事
業の成果と課題を検証しながら、令和６年度以降はモデルとなる部活動を拡大し、７
年度末までに全ての部活動で休日の地域移行を目指します。

８位 市内の５つの小学校が創立 150 周年記念事業実施
　本荘、北潟、金津、細呂木、伊井の５つの小学校が創立 150 周年を迎え、各校で記
念式典が開催されました。それぞれの小学校では、タイムカプセルの開披や餅つき、アー
ティストによる音楽演奏など、趣向を凝らした記念イベントも盛大に行われ大変賑わ
いました。児童や保護者のほか、卒業生や地域の人々が多数参加し、それぞれ歴史を
振り返り懐かしんだり、未来を思い描いたりしていました。

９位 40 年ぶりの「日本女子オープンゴルフ選手権」大盛況（９月）
　９月 28 日から 10 月１日にかけ、「芦原ゴルフクラブ」の海コースで、40 年ぶり
となる日本女子オープンゴルフ選手権が開催されました。大会期間中は、全国から今
シーズンの日本女子プロゴルフツアーで最高のギャラリー動員数となる約２万６千人
の来場者がありました。来場者はプロの技に魅了され、会場は大いに盛り上がりました。

10位 ７月豪雨　あわら市に大きな被害（７月）
　７月 13 日未明から福井県嶺北北部を襲った豪雨により、あわら市内で大きな被害
を受けました。人的被害はなかったものの、物的被害として、住居への土砂流入や床
上床下浸水が 24 棟、小屋などへの浸水被害が 32 箇所発生したほか、農林業被害と
して農地 39 箇所および農業用施設 74 箇所の法面崩壊、土木施設被害として河川６
箇所および道路 30 箇所の法面・護岸崩壊、下水道施設として道路陥没による汚水管
渠破断１箇所、浸水による汚水ポンプ１箇所停止など、市内各地で被害が発生し、市
民生活にも大きな影響を与えました。

１位
令和６年３月 16日北陸新幹線開業
芦原温泉駅「かがやき」停車決定！（８月）

　ＪＲ西日本および東日本は、８月 30 日に北陸新幹線金沢－敦賀間が令和６年
３月 16 日に開業することを発表しました。併せて、東京－敦賀間を走行する北
陸新幹線速達タイプの「かがやき」が、芦原温泉駅に１日２往復停車することが
発表され、首都圏までの移動時間が大幅に短縮し、関東方面へのアクセスが格段
に向上することになります。

２位
北陸新幹線開業準備万全
駅周辺整備事業完了

　３月 19 日に「アフレア」がオープンし、３月 31 日には市道 105 号線、９
月 23 日には東西自由通路と東口交通広場がそれぞれ利用できるようになり、
11 月 18 日の「いろはゆＡＷＡＲＡ」のオープンをもって、北陸新幹線芦原温
泉駅開業に向けて進めてきた駅周辺の環境整備事業が完了しました。芦原温泉
駅周辺は大きく生まれ変わり、令和６年３月 16 日には万全の態勢で北陸新幹
線を迎えます。

３位
あわら市初！福井県最北端の
道の駅「蓮如の里あわら」開駅（４月）

　４月 22 日に、あわら市北部の観光拠点として、あわら市初となる道の駅「蓮
如の里あわら」が開駅しました。道の駅では、坂井北部丘陵地でとれた野菜や
果物を販売するほか、地元でとれた素材を生かした飲食メニューの提供を行っ
ています。年間 36 万人の来場者を目標としている中、11 月末時点で約 33 万
人にご利用いただきました。９月には新しい駐車場も整備し、より便利に利用
できるようになりました。
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